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生
協
に
は
「
生
協
産
直
」
と
い
う
取
り

組
み
が
あ
り
ま
す
。

　
産
直
は
「
産
地
直
結
」
と
い
う
言
葉
の

略
で
す
。
全
国
の
生
協
で
考
え
方
は
そ
れ

ぞ
れ
で
す
が
、「
生
協
三
原
則
」
に
基
づ
き
、

生
産
者
と
生
協
組
合
員
の
信
頼
に
よ
っ
て

安
心
安
全
な
食
品
と
持
続
可
能
な
生
産
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
大
山
乳
業
農
協
の
あ
る
地
元
鳥
取
県
に

も
、
今
年
創
立
70
周
年
を
迎
え
た
鳥
取
県

生
活
協
同
組
合
（
以
下
、
鳥
取
県
生
協
）

が
あ
り
ま
す
。

　
大
山
乳
業
農
協
と
は
前
身
の
鳥
取
県
東

部
勤
労
者
生
活
協
同
組
合
の
頃
か
ら
牛
乳

の
供
給
を
通
し
て
関
わ
り
の
深
い
生
協
で
、

現
在
も
「
産
直
コ
ー
プ
牛
乳
」
を
は
じ
め

大
山
乳
業
農
協
の
製
品
も
供
給
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
し
て
今
年
、
鳥
取
県
生
協
と
大
山
乳

業
農
協
は
産
直
提
携
50
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。

　
今
回
の
特
集
は
、
鳥
取
県
生
協
の
「
産

直
の
今
」
と
「
こ
れ
か
ら
目
指
す
新
た
な

産
直
の
姿
」
を
今
年
６
月
の
総
代
会
よ
り

理
事
長
に
就
任
さ
れ
た
井
上
理
事
長
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
鳥
取
県
生
協
は
、
宅
配
事
業
を
中
心
に

鳥
取
市
に
本
部
を
置
く
生
活
協
同
組
合
で
、

今
年
創
立
70
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
１
商
品
セ
ン
タ
ー
と
４
つ
の
支
所
を
拠

点
に
鳥
取
県
内
６
万
世
帯
の
組
合
員
の
皆

さ
ん
へ
職
員
２
７
０
人
が
商
品
の
供
給
と

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
６
月
開
催
の
第
70
回
通
常
総
代
会
に
お

い
て
「
２
０
３
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
承
認
。

２
０
１
８
年
に
確
認
さ
れ
た
「
コ
ー
プ
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
行
動
宣
言
」
と
あ
わ
せ
て
持
続
可

能
な
社
会
・
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
様
々

な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
山
乳
業
農
協
の
商
品
で
は
鳥
取
県
生

協
を
代
表
す
る
産
直
商
品
と
し
て
「
産
直

コ
ー
プ
牛
乳
」
が
多
く
の
生
協
組
合
員
の

皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

鳥
取
県
生
協

産
直
提
携
50
周
年

産直特集　
創立７０周年
鳥取県生協が目指す新たな産直の姿

鳥
取
県
生
協
の
紹
介

西部
支所

中部
支所

東部支所

本部・商品センター
東部河原支所

　創立70 周年を期に、新シン
ボルマークが誕生しました。
　未来への希望・人の思いを
つなぐ・未来をデザインする・
アイディアを掛け合わせるの
４つの意味を込め、それらが
スパイラル上に増幅していく
イメージを表現しています。

事業所

新たなシンボルマーク

　産
直
（
さ
ん
ち
ょ
く
）
と
は
「
産
地
直
結
」

を
略
し
た
呼
び
方
で
、
産
直
三
原
則
に
沿
っ

て
生
産
管
理
や
交
流
で
産
地
へ
の
理
解
を

深
め
る
活
動
で
す
。

　大
山
乳
業
農
協
と
の
産
直
提
携
は
50
周

年
を
迎
え
、「
産
直
コ
ー
プ
牛
乳
」「
産
直

コ
ー
プ
低
脂
肪
牛
乳
」
は
産
直
商
品
と
し

て
生
協
組
合
員
の
皆
さ
ん
へ
届
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　産
直
提
携
50
周
年
に
つ
い
て
「
今
ま
で

以
上
に
産
直
活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
く
に

は
ど
う
す
る
べ
き
か
、
様
々
な
角
度
か
ら

考
え
て
い
き
た
い
」
と
井
上
理
事
長
。

　現
在
掲
げ
て
い
る
鳥
取
県
生
協
の
産
直

三
原
則
に
「
想
い
」「
生
産
者
の
暮
ら
し
」

と
い
っ
た
部
分
を
加
え
、
生
産
者
と
生
協

組
合
員
が
手
を
取
り
合
っ
て
繋
が
っ
て
い

く
産
直
を
目
指
し
た
い
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　本
来
な
ら
よ
り
活
発
な
活
動
を
行
い
た

い
と
こ
ろ
で
す
が
、
現
在
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
産
直
の
取

り
組
み
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
井
上
理
事
長
は
「
今
、
こ

の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
交
流
を
」
と

新
た
な
産
直
の
姿
を

目
指
し
て

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
リ
モ
ー
ト
で
の
交
流
を
模
索
し

て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
に
は「
互
い
を
知
り
、

苦
労
や
喜
び
を
共
に
感
じ
、
鳥
取
県
の
酪

農
の
力
に
な
り
た
い
。」
と
い
う
井
上
理
事

長
の
想
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　そ
し
て
、「
今
、
産
直
活
動
に
参
加
し
て

い
る
生
協
組
合
員
さ
ん
の
お
子
さ
ん
が
、

産
直
を
学
び
、
鳥
取
の
酪
農
を
知
り
、
将

来
酪
農
に
携
わ
り
た
い
と
思
っ
て
く
れ
た

ら
、
本
当
の
産
直
が
出
来
上
が
っ
た
と
思

え
る
瞬
間
で
す
。」
と
将
来
の
鳥
取
県
生
協

と
大
山
乳
業
農
協
が
共
に
歩
む
姿
を
思
い

浮
か
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　鳥
取
県
生
協
が
目
指
す
新
た
な
産
直
の

姿
に
は
、
大
山
乳
業
農
協
か
ら
の
積
極
的

な
情
報
発
信
も
必
要
不
可
欠
で
す
。

　大
山
乳
業
農
協
と
し
て
生
産
者
の
リ
ア

ル
な
声
を
届
け
、
互
い
の
懸
け
橋
に
な
ら

な
け
れ
ば
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

互
い
を
想
う

心
の
通
う
産
直

　井
上
理
事
長
は
、
生
協
組
合
員
か
ら
大

山
乳
業
農
協
の
生
産
者
へ
寄
せ
ら
れ
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
、「
お
い
し
い
」「
安
全
」

「
自
慢
」
な
ど
様
々
な
表
現
の
中
、
ど
れ
に

も
共
通
し
た
想
い
が
あ
る
と
感
じ
る
そ
う

で
す
。
そ
う
し
た
想
い
に
応
え
る
た
め
に

も
生
協
組
合
員
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
鳥

取
県
民
が
持
つ
「
大
山
乳
業
農
協
の
イ
メ
ー

ジ
」
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
新
し
い
白
バ

ラ
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

ほ
し
い
と
応
援
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
白
バ
ラ
認
証
制
度
の
策
定
委
員

会
に
消
費
者
側
と
し
て
参
加
さ
れ
た
、
鳥
取

県
生
協
向
由
美
子
前
副
理
事
長
は
鳥
取
県

生
協
機
関
誌
の
中
で
「
消
費
者
に
安
心
安

全
を
！
酪
農
家
に
生
産
意
欲
と
誇
り
を
！

と
大
山
乳
業
さ
ん
の
真
摯
な
取
り
組
み
姿

勢
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。
私
た
ち
が
あ
た

り
ま
え
に
飲
ん
で
い
る
産
直
コ
ー
プ
牛
乳

が
特
別
で
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
」
と

言
葉
を
寄
せ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　私
達
の
「
想
い
」
が
確
か
に
生
協
組
合

員
の
皆
さ
ん
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
感

じ
ま
し
た
。

　想
い
を
贈
り
、
想
い
が
返
っ
て
く
る
。

　心
の
通
う
産
直
が
こ
れ
か
ら
先
も
永
く

続
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

鳥
取
県
生
協
の
産
直

鳥取県生協の産直三原則鳥取県生協の産直三原則
生産者と生産地、栽培・肥育方法（農
薬・肥料・飼料等）が明確であること
組合員と生産者が交流できること
適正な取引価格を追求し、事業の
継続発展が進められること

１

２

３

　２００２年に「大山乳業農協の牛乳
が生協組合員にさらに身近な存在に
なってほしい」と商品名・パッケー
ジデザインを一新した「産直コープ
牛乳」。以前は「せいきょう牛乳」
として親しまれていました。
　昨年は、年間約７４万５千本が
利用され、鳥取県生協を代表する
人気商品となりました。
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鳥取県生協  本部（鳥取市）鳥取県生協  本部（鳥取市）

「たべる＊たいせつキッズクラブ」工場見学のようす

生産者との交流会「産直ミニ懇談会」生産者との交流会「産直ミニ懇談会」
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」
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１．受発注では、発注内容もチェックしていきます
２．出来上がった製品は次々と冷蔵庫へ移動します
３．仕分けされた製品をトラックへ積み込みます
４．みなさんおなじみの配送トラックです
５. 直売所スタッフの皆さん
６. 受発注システム（白バラネット）紹介チラシ

６
５

４
３

２
１

を
担
い
、
販
売
一
課
が
受
発
注
部
門
を
担
っ

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
９
年
２
月
に
そ
れ
ぞ

れ
の
部
門
を
統
合
し
、
物
流
業
務
を
一
括
管

理
で
行
う
「
物
流
課
」
に
名
称
変
更
さ
れ
ま

し
た
。

　
物
流
課
の
仕
事
は
、
受
注
後
、
各
部
門
が

出
荷
ま
で
を
リ
レ
ー
の
よ
う
に
繋
い
で
い

き
ま
す
。そ
の
た
め
、
各
部
門
の
何
処
か
で

ミ
ス
が
あ
れ
ば
、
お
客
様
へ
正
確
な
数
量
を

届
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
て
も
重
要
な

部
署
で
す
。

　
物
流
課
の
ス
タ
ッ
フ
は
総
勢
52
名
の
大

所
帯
で
す
が
、
24
時
間
体
制
で
製
品
を
出
荷

す
る
為
、
他
の
部
署
と
異
な
り
出
勤
時
間
が

１
人
１
人
細
か
く
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
出
勤
時
間
は
深
夜
１
時
出
勤
の
ス
タ
ッ

フ
か
ら
22
時
出
勤
の
ス
タ
ッ
フ
ま
で
様
々

で
、
昼
夜
を
問
わ
ず
物
流
課
の
ス
タ
ッ
フ
は

担
当
す
る
業
務
の
バ
ト
ン
を
繋
ぎ
毎
日
無

事
に
製
品
が
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
物
流
課
は
大
山
乳
業
農
協
の
物
流
を
一

手
に
担
っ
て
い
る
部
署
で
大
き
く
「
受
発
注

部
門
」「
出
荷
管
理
部
門
」「
入
庫
仕
分
け
部

門
」「
配
送
部
門
」「
直
売
所
部
門
」の
５
つ
に

担
当
分
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
各
取
引
先
か
ら
の
発
注
や
請
求
、
各
課
へ

製
造
依
頼
を
行
う「
受
発
注
部
門
」12
名
、
製

造
部
が
製
造
し
た
製
品
の
管
理
・
検
品
や

ギ
フ
ト
の
発
送
を
行
う
「
出
荷
管
理
部
門
」

８
名
、
製
品
の
検
品
や
冷
蔵
庫
内
の
管
理
・

出
荷
に
関
わ
る「
入
庫
仕
分
け
部
門
」22
名
、

取
引
先
へ
組
合
の
ト
ラ
ッ
ク
で
配
送
を
行

う「
配
送
部
門
」３
名
、
そ
し
て
構
内
の
直
売

所
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
「
直
売
所
部
門
」
３

名
と
幅
広
い
業
務
を
計
52
名
の
職
員
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　
以
前
は
、
受
渡
課
が
仕
分
け
・
出
荷
部
門

総
勢
52
人
が
繋
ぐ

24
時
間
体
制
の
物
流

り
ま
す
が
、
関
東
へ
の
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
構
築

に
向
け
て
組
合
全
体
で
取
り
組
む
課
題
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　
物
流
課
の
中
原
課
長
（
集
合
写
真
後
列
左

端
）
は
「
物
流
課
は
製
造
部
や
品
質
管
理
部
、

総
務
部
と
い
っ
た
幅
広
い
部
署
と
も
連
携

し
て
業
務
を
行
い
ま
す
。ま
た
、
取
引
先
に

対
し
て
も
１
本
、
１
パ
ッ
ク
単
位
か
ら
注
文

を
受
け
出
荷
し
ま
す
。深
夜
に
出
勤
す
る
職

員
や
、
出
荷
時
間
に
常
に
追
わ
れ
る
職
員
の

姿
は
、
日
頃
お
客
様
か
ら
は
見
え
な
い
業
務

で
す
が
、
物
流
課
職
員
全
員
が
日
々
頑
張
っ

て
い
ま
す
。今
後
も
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
。」と
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　
物
流
課
の
日
常
に
は
、
１
日
た
り
と
も
同

じ
日
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど
ん
な
状
況
で
も

最
善
を
尽
く
し
製
品
を
出
荷
し
ま
す
。

　
そ
し
て
今
日
も
大
山
乳
業
農
協
の
製
品

と
「
信
頼
」
を
乗
せ
た
ト
ラ
ッ
ク
が
物
流
課

を
出
発
し
ま
す
。

　
　

　
現
在
、
物
流
課
で
は
業
務
効
率
を
上
げ
る

た
め
、
白
バ
ラ
ネ
ッ
ト
の
運
用
や
受
発
注
シ

ス
テ
ム
の
見
直
し
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
白
バ
ラ
ネ
ッ
ト
と
は
、
宅
配
販
売
店
か
ら

の
商
品
発
注
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
行
う
仕
組
み
で
、
今
年
２
月
よ
り
受
注
を

開
始
し
ま
し
た
。ま
た
、
伝
票
な
ど
の
レ
イ

ア
ウ
ト
や
文
字
ポ
イ
ン
ト
、
学
校
給
食
・
生

協
か
ら
の
受
注
の
際
の
転
記
作
業
を
削
減

す
る
な
ど
、
受
発
注
シ
ス
テ
ム
の
大
幅
な
シ

ス
テ
ム
変
更
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、Ａ
Ｉ
技
術
な
ど
を
使
い
入
出
庫

業
務
の
見
直
し
に
も
取
り
組
み
、
仕
分
け
作

業
の
効
率
化
も
図
っ
て
い
け
れ
ば
嬉
し
い
、

と
物
流
構
想
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
輸
送
費
は
、
物
流
を
行
う
上
で

切
り
離
す
こ
と
の
出
来
な
い
課
題
で
は
あ

　
変
化
す
る
物
流
課
の
今

　物
流
の
普
及
と
進
化
に
伴
い
、
今
や
消

費
者
が
「
欲
し
い
も
の
を
欲
し
い
時
に
購

入
す
る
」
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
は
な
く

な
り
ま
し
た
。
大
山
乳
業
農
協
の
製
品
も

関
東
ま
で
流
通
エ
リ
ア
を
伸
ば
し
、
多
く

の
お
客
様
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　大
山
乳
業
農
協
に
は
様
々
な
地
域
の
お

客
様
が
気
軽
に
白
バ
ラ
製
品
を
購
入
出
来

る
よ
う
、
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
的
確
に
製
品

を
納
品
し
、
取
引
先
や
消
費
者
と
の「
信
頼
」

を
繋
ぐ
部
署
が
あ
り
ま
す
。

　そ
の
部
署
は
「
物
流
課
」。
物
流
課
に
当

た
り
前
の
よ
う
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は

「
決
め
ら
れ
た
製
品
を
決
め
ら
れ
た
数
量
で

決
め
ら
れ
た
場
所
・
時
間
に
納
品
す
る
」

と
い
う
こ
と
。

　時
に
製
造
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
れ
ば
、

ト
ラ
ッ
ク
出
発
時
間
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
対
応

し
、
自
然
災
害
で
道
路
が
寸
断
さ
れ
れ
ば

幹
線
便
の
運
転
手
へ
運
行
ル
ー
ト
の
変
更

を
指
示
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　常
に
状
況
を
判
断
し
、
そ
れ
を
何
年
も

何
十
年
も
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
な
く
行
う
こ

と
は
決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　今
回
は
、
大
山
乳
業
農
協
の
「
信
頼
」

を
繋
ぐ
流
通
の
要
「
物
流
課
」
の
現
場
に

潜
入
し
ま
す
。

大
山
乳
業
農
協
の
物
流
を

一
手
に
担
う
流
通
の
要

大山乳業農協の信頼を繋ぐ
物流最前線
《物流課の現場》
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製
品
開
発
セ
ン
タ
ー
で
ア
イ

ス
の
担
当
を
し
て
お
り
ま
す
鈴

木
で
す
。私
の
オ
ス
ス
メ
は
白
バ

ラ
ア
イ
ス
バ
ニ
ラ
で
す
。

　
シ
ン
プ
ル
な
味
わ
い
で
ミ
ル

ク
・
バ
ニ
ラ
の
香
り
が
感
じ
ら

れ
、
そ
の
ま
ま
で
も
、
も
ち
ろ
ん

美
味
し
い
で
す
が
ア
レ
ン
ジ
し

や
す
い
点
も
お
気
に
入
り
で
す
。

　
私
は
お
酒
も
好
き
で
、ア
イ
ス

を
晩
酌
の
お
つ
ま
み
に
す
る
こ

と
が
好
き
で
す
。日
本
酒
や
ス
ト

レ
ー
ト
の
ウ
イ
ス
キ
ー
に
は
素

朴
な
味
わ
い
の
ア
イ
ス
が
合
う

の
で
お
酒
好
き
は
是
非
お
試
あ

れ
。（
お
酒
が
苦
手
な
方
は
、ア
イ

ス
に
少
し
垂
ら
し
混
ぜ
て
い
た

だ
く
と
ほ
ん
の
り
お
酒
の
香
り

が
し
て
お
い
し
い
で
す
よ
！
）

　
皆
さ
ん
も
、
お
好
き
な
飲
み

物
・
お
菓
子
や
フ
ル
ー
ツ
等
と

合
わ
せ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
イ
ス

を
楽
し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
！

品質管理通信

意外と知らない身近な「品質管理」

　私達が工場に入る際、欠かせないもの
の１つにマスクがあります。コロナ渦の
今、飛沫が拡散するのを抑え他人へのウ
イルス感染を防止するのに有効というこ
とで、日常生活にも欠かせないものと
なっています。
　厚生労働省も、新しい生活様式の中で
マスクの着用を薦めていますが、熱中症
にも注意が必要です。
　気象庁によると、今年の夏も暑くなると
予想されています。マスクを着用すること
で、心拍数や呼吸数、血中二酸化炭素濃
度、体感温度の上昇など、体への負担が
かかります。また、口の中が加湿され喉の
渇きを感じにくくなり、気づかないうちに
熱中症になってしまうということも。
　マスク着用にあたっては、屋外で他人と
の距離が十分（２ｍ以上）あればマスク
をはずす。強い負荷の作業や運動は避け
喉が渇いていなくてもこまめに、少しずつ
水分を摂る。マスクをはずして休憩をす
る。エアコンの使用中もこまめに換気す
る等、熱中症に罹らないよう、１人ひとり
が気を付けることが必要です。
　関東での感染者拡大や第２波の懸念
などが心配されるコロナ渦の今、熱中症
になると医療機関にも少なからず負担を
かけることになります。
　自分や周りの人、そして
日本の医療を守るため
にも、コロナにも熱中症
にも気をつけましょう。

第１５回   マスクと熱中症

白バラアイス、オススメです

おしえて！！ケーコさん

生田
係長

香
川
・
倉
敷
エ
リ
ア
の
宅
配
販
売
店
・
コ
ー
プ
か

が
わ
、一
部
ベ
ン
ダ
ー
の
担
当
で
す
。今
は
旅
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琴浦町社会福祉協議会へ
白バラ牛乳・のむヨーグルトを寄贈

　６月２０日（土）、大山乳業農協が事務局を務め
る鳥取県牛乳普及協会より琴浦町社会福祉協議
会へ白バラ牛乳１０００ ml を９６本、のむヨー
グルト１８０ml と白バラ生乳ヨーグルト７０ｇを
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産業振興機構の支援を受けた一般社団法人Ｊミ
ルクの取り組みの一環で、新型コロナウイルス感
染拡大を受け、生乳の行き先がなくなることを防
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組合員の皆さんとの交流のようす（京都営業所  谷口係長）

牛乳配布のようす（京都営業所  前田職員）

寄贈された製品は給食として利用者の皆さんへ提供されました

川上会長（写真右）へ牛乳・ヨーグルトなどが寄贈されました

　６月１３日（土）・１４日（日）の２日間、京都生
協店舗にて初夏の鳥取フェアが開催されました。
　今回伺ったのは昨年１１月にオープンし、鳥取
フェア初開催のコープ山科新十条店です。
　今回は新型コロナウイルス感染拡大防止により
試飲試食は中止となりましたが、先着３００名に
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ア
イ
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オ
ス
ス
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バ
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ア
イ
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ニ
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で
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。
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感
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レ
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。
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イ
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ス
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レ
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ア
イ
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う

の
で
お
酒
好
き
は
是
非
お
試
あ

れ
。（
お
酒
が
苦
手
な
方
は
、ア
イ
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菓
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リ
ジ
ナ
ル
ア
イ
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て
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与
が
有
効
で
す
（
指
導
課
で
は
「
ネ
オ
ル

ノ
ー
ゲ
ン
」を
処
方
し
て
い
ま
す
）。１
日
１

回
、
３
〜
５
日
間
連
続
で
給
与
し
、
再
度
乳

汁
を
検
査
に
出
し
て
Ｂ
Ｈ
Ｂ
が

0.1 
ｍ
ｍ
ｏ

ｌ
／
Ｌ
未
満
に
下
が
っ
た
こ
と
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。プ
ロ
ピ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
は

長
く
飲
ま
せ
続
け
る
の
も
良
く
な
い
の
で
、

Ｂ
Ｈ
Ｂ
が
低
下
し
な
い
場
合
は
か
か
り
つ

け
の
獣
医
さ
ん
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
国
内
の
デ
ー
タ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、こ

う
し
た
取
り
組
み
を
し
て
潜
在
性
の
ケ

ト
ー
シ
ス
を
見
つ
け
て
対
応
す
る
こ
と
で
、

乳
量
が
伸
び
た
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す

（
左
図
）。ぜ
ひ
、ご
活
用
く
だ
さ
い
！
　

　
鳥
取
県
牛
乳
普
及
協
会
で
は
、
牛
乳
・
乳

製
品
を
使
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
料
理
・

菓
子
・
デ
ザ
ー
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
は
、
調
理
師
等
料
理
を
職
と
し
て
い

る
方
を
除
く
高
校
生
以
上
の
一
般
消
費
者
の

方
で
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
誰
で
も
短
時
間
で
簡
単
に
で
き
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
ア
イ
デ
ア
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
！

牛
乳
・
乳
製
品
利
用

料
理
コ
ン
ク
ー
ル
開
催

鳥取県大会 最優秀賞鳥取県大会 最優秀賞

鳥取県大会 優秀賞鳥取県大会 優秀賞

２
０
２
０
年
８
月
31
日（
月
）

※

当
日
消
印
有
効

応
募

締
切

鳥
取
県
牛
乳
普
及
協
会
「
牛
乳
・
乳
製
品
利

用  

料
理
コ
ン
ク
ー
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（図）潜在性ケトーシスに対応した農場での初産牛の乳量変化
（引用元：Progressive Dairy, 2016.5.24）

　
タ
イ
ス
ト
ー
ル
の
牛
舎
で
あ
れ
ば
、
分
娩

後
に
エ
サ
食
い
が
悪
い
牛
の
存
在
に
気
づ

き
や
す
い
で
す
が
、
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
な
ど

で
放
し
飼
い
を
し
て
い
る
と
、
ち
ょ
っ
と
し

た
変
化
に
気
づ
き
に
く
く
、
気
が
付
い
た
ら

牛
は
が
り
が
り
、
乳
量
激
減…

回
復
に
長
い

時
間
が
か
か
っ
た
り
、
第
四
胃
変
位
に
な
っ

て
し
ま
い
手
術
が
必
要
に
な
っ
た
り
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
初
乳
検
査
時
に
、
体
細
胞
成
分
も
一
緒
に

依
頼
し
て
い
た
だ
く
と
、Ｂ
Ｈ
Ｂ
も
測
定
さ

れ
ま
す
。こ
の
時
期
に
Ｂ
Ｈ
Ｂ
が
高
く
な
け

れ
ば
、
分
娩
後
に
エ
サ
を
よ
く
食
べ
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。依
頼
検
査
を

出
し
て
も
表
示
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
場
合
は
検
出
で
き
な
い
く
ら
い

低
い
と
き
で
す
の
で
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

　
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
の
時
は
、「
Ｂ

Ｈ
Ｂ
も
教
え
て
」
と
一
言
付
け
加
え
て
い
た

だ
け
る
と
助
か
り
ま
す
。

　
潜
在
性
ケ
ト
ー
シ
ス
の
牛
が
摘
発
で
き

た
ら
、
プ
ロ
ピ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
製
剤
の
給

と
、
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

・
分
娩
後
、
乳
量
が
速
や
か
に
増
加
／

　ピ
ー
ク
乳
量
の
増
加 

・
臨
床
性
ケ
ト
ー
シ
ス
・
第
四
胃
変
位
・

　子
宮
炎
な
ど
の
周
産
期
疾
病
の
減
少

・
初
回
発
情
や
受
胎
が
早
ま
る

　「
人
間
は
隔
離
ま
で
だ
が
鶏
や
牛
や
豚
に

は
殺
処
分
が
待
つ
」

　
こ
れ
は
緊
急
事
態
宣
言
中
の
５
月
３
日

に
朝
日
歌
壇
に
載
っ
た
入
選
作
の
１
つ
で

す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｔ-

19
）
の
流
行
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

の
確
保
、
マ
ス
ク
着
用
や
手
指
の
消
毒
等
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
畜
産

動
物
で
重
大
な
感
染
症
が
発
生
す
れ
ば
、

待
っ
て
い
る
の
は
殺
処
分
で
す
。

　
２
０
１
８
年
９
月
８
日
、
岐
阜
県
下
の
養

豚
場
で
豚
熱（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
、
豚
コ
レ
ラ
）が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。か
つ
て
、
豚
熱
は
全
国
的
に

ま
ん
延
し
て
い
ま
し
た
が
、
飼
養
衛
生
管
理

の
向
上
及
び
開
発
さ
れ
た
生
ワ
ク
チ
ン
の

普
及
に
よ
り
、
１
９
９
２
年
を
最
後
に
国
内

で
の
発
生
は
確
認
さ
れ
な
く
な
り
、
２
０
０

６
年
４
月
か
ら
は
ワ
ク
チ
ン
使
用
を
完
全

に
中
止
し
ま
し
た
。こ
の
結
果
、
２
０
０
７

年
４
月
１
日
に
国
際
獣
疫
事
務
局
（
Ｏ
Ｉ

Ｅ
）
の
規
約
に
定
め
る
豚
熱
清
浄
国
を
宣
言

し
、
２
０
１
５
年
に
は
清
浄
国
の
認
定
を
受

け
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
26
年
振
り
に
豚
熱
が

発
生
し
、そ
の
後
は
岐
阜
県
、愛
知
県
、三
重

県
、福
井
県
、埼
玉
県
、長
野
県
、山
梨
県
及

び
沖
縄
県
と
全
国
的
に
拡
大
。既
に
15
万
頭

以
上
の
殺
処
分
が
行
わ
れ
ま
し
た
。一
方
、

海
外
で
は
ア
フ
リ
カ
豚
熱（
Ａ
Ｓ
Ｆ
、
ア
フ

リ
カ
豚
コ
レ
ラ
）
が
猛
威
を
振
る
っ
て
お

り
、今
年
１
月
初
旬
時
点
で
の
累
計
発
生
報

告
に
よ
る
と
、中
国
だ
け
で
も
殺
処
分
数
は

１
２
０
万
頭
近
く
に
ま
で
上
っ
て
い
ま
す
。

ア
フ
リ
カ
豚
熱
は
豚
熱
と
違
い
、ワ
ク
チ
ン

も
な
く
、
対
策
が
非
常
に
難
し
く
、
ア
フ
リ

カ
豚
熱
が
ひ
と
た
び
日
本
で
蔓
延
し
た
ら
、

日
本
の
養
豚
業
は
今
以
上
の
大
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
家
畜
伝
染
病
予
防
法
第
一
六
条
に
は

と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
０
年
に
宮
崎
で
口
蹄
疫
が
発
生

し
た
際
は
、29
万
２
８
０
８
頭
の
大
切
な
牛

の
命
が
殺
処
分
に
よ
っ
て
失
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
感
染
症
を
持
ち
込
ま
な
い

為
に
、
牧
場
に
出
入
り
す
る
人
は
、
慎
重
に

対
応
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。車
両
消
毒

や
防
護
服
着
用
を
徹
底
し
、他
牧
場
か
ら
病

原
体
を
持
ち
込
む
の
を
防
ぐ
必
要
が
あ
り

ま
す
。ま
た
、海
外
へ
行
っ
た
場
合
、一
定
期

間
は
牧
場
に
入
ら
な
い
、靴
や
衣
服
に
病
原

体
が
付
着
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

使
用
し
た
衣
服
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
も

重
要
で
す
。牧
場
主
は
防
疫
を
徹
底
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。消
毒
槽
の
設
置
や
、
牛
を

導
入
し
た
際
、
数
週
間
は
隔
離
し
、
健
康
観

し
っ
か
り
防
疫
を
行
い

清
潔
な
牛
舎
に

　
４
月
か
ら
検
査
結
果
の
表
示
が
変
わ
り
、

乳
汁
か
ら
分
か
る
こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
。

今
月
か
ら
３
回
連
続
で
、
新
し
く
加
わ
っ
た

検
査
項
目
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
み
な
さ

ん
に
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
月
は
、「
Ｂ
Ｈ
Ｂ
」
に
つ
い
て
。Ｂ
Ｈ
Ｂ

は
ケ
ト
ン
体
の
一
種
で
、
乳
汁
中

0.1 
ｍ
ｍ
ｏ

ｌ
／
Ｌ
以
上
で
「
潜
在
性
」
ケ
ト
ー
シ
ス
と

判
定
で
き
ま
す
。ケ
ト
ー
シ
ス
の
症
状
と
言

え
ば
、「
エ
サ
を
食
べ
な
い
」「
乳
量
が
大
き

く
減
少
す
る
」
が
代
表
的
で
す
ね
。こ
れ
は

「
臨
床
性
」の
ケ
ト
ー
シ
ス
の
症
状
で
、
ケ
ト

ン
体
が
た
く
さ
ん
た
ま
っ
て
し
ま
っ
た
状

態
で
す
。症
状
は
ほ
と
ん
ど
出
て
い
な
い
け

れ
ど
ケ
ト
ン
体
が
少
し
た
ま
り
始
め
た
（
つ

ま
り「
潜
在
性
」の
ケ
ト
ー
シ
ス
！
）く
ら
い

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る

察
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
防
疫
を
徹
底
す
る
こ
と
は
大
切
な
家
畜

を
守
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。「
少
し
面
倒

だ
か
ら
い
い
や
」
と
軽
く
考
え
ず
、
し
っ
か

り
防
疫
を
行
い
、
全
員
で
牧
場
を
清
浄
な
状

態
に
保
つ
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

新
し
い
検
査
項
目
に
つ
い
て

そ
の
①
Ｂ
Ｈ
Ｂ

　
次
に
掲
げ
る
家
畜
の
所
有
者
は
、
家

畜
防
疫
員
の
指
示
に
従
い
、
直
ち
に
当

該
家
畜
を
殺
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
た
だ
し
、農
林
水
産
省
令
で
定
め
る

場
合
に
は
、こ
の
限
り
で
な
い
。

一
．牛
疫
、牛
肺
疫
、口
蹄
疫
、豚
熱
、ア

　

  

フ
リ
カ
豚
熱
、高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ  

　

  

ル
エ
ン
ザ
又
は
低
病
原
性
鳥
イ
ン   

　

  

フ
ル
エ
ン
ザ
の
患
畜

二
．牛
疫
、口
蹄
疫
、豚
熱
、ア
フ
リ
カ
豚 

　

   

熱
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン 

　

   

ザ
又
は
低
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

　

   

ン
ザ
の
疑
似
患
畜
」

出入口に設置された消毒槽



与
が
有
効
で
す
（
指
導
課
で
は
「
ネ
オ
ル

ノ
ー
ゲ
ン
」を
処
方
し
て
い
ま
す
）。１
日
１

回
、
３
〜
５
日
間
連
続
で
給
与
し
、
再
度
乳

汁
を
検
査
に
出
し
て
Ｂ
Ｈ
Ｂ
が

0.1 
ｍ
ｍ
ｏ

ｌ
／
Ｌ
未
満
に
下
が
っ
た
こ
と
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。プ
ロ
ピ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
は

長
く
飲
ま
せ
続
け
る
の
も
良
く
な
い
の
で
、

Ｂ
Ｈ
Ｂ
が
低
下
し
な
い
場
合
は
か
か
り
つ

け
の
獣
医
さ
ん
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
国
内
の
デ
ー
タ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、こ

う
し
た
取
り
組
み
を
し
て
潜
在
性
の
ケ

ト
ー
シ
ス
を
見
つ
け
て
対
応
す
る
こ
と
で
、

乳
量
が
伸
び
た
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す

（
左
図
）。ぜ
ひ
、ご
活
用
く
だ
さ
い
！
　

　
鳥
取
県
牛
乳
普
及
協
会
で
は
、
牛
乳
・
乳

製
品
を
使
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
料
理
・

菓
子
・
デ
ザ
ー
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
は
、
調
理
師
等
料
理
を
職
と
し
て
い

る
方
を
除
く
高
校
生
以
上
の
一
般
消
費
者
の

方
で
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
誰
で
も
短
時
間
で
簡
単
に
で
き
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
ア
イ
デ
ア
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
！
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理
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ン
ク
ー
ル
開
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（図）潜在性ケトーシスに対応した農場での初産牛の乳量変化
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る



遠
く
離
れ
て
い
て
も
、い
つ
も
白
バ
ラ
牛

乳
が
大
好
き
で
す
。こ
れ
か
ら
も
毎
日
美

味
し
く
い
た
だ
き
ま
す
！
変
わ
ら
な
い
美

味
し
さ
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

（
愛
知
県
）

鳥
取
市
出
身
な
の
で
、給
食
で
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。首
都
圏
に
出
て
き
て
、周

囲
に
な
か
っ
た
の
で
す
が
、成
城
石
井
に

置
い
て
あ
る
の
で
、見
か
け
る
と
買
っ
て

し
ま
い
ま
す
。　
　
　
　
　    

（
千
葉
県
）

「
白
バ
ラ
ヨ
ー
グ
ル
ト
生
乳
１
０
０
」を
食

べ
て
、
こ
ん
な
に
お
い
し
い
ヨ
ー
グ
ル
ト

が
あ
っ
た
の
か
！
と
感
激
し
ま
し
た
。今

ま
で
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ

り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　 （
広
島
県
））

い
つ
も
大
変
お
い
し
く
食
べ
て
い
ま
す
！

家
族
み
ん
な
白
バ
ラ
フ
ァ
ン
で
す
。今
は

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
工
場
見
学
も
い
け
ま
せ

ん
が
、ま
た
行
け
る
日
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。                                    （
鳥
取
県
）

今
は
コ
ロ
ナ
で
い
ろ
い
ろ
大
変
か
と
は
思

い
ま
す
が
、お
体
に
気
を
付
け
て
頑
張
っ

て
下
さ
い
。こ
れ
か
ら
も
美
味
し
い
乳
製

品
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！     （
岐
阜
県
）

白
バ
ラ
牛
乳
月
間
特
設
ペ
ー
ジ
で
、工
場

見
学
体
験
動
画
を
見
ま
し
た
！
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
実
際
に
は
見
学
に
行
け
な
い
け

れ
ど
も
、雰
囲
気
を
楽
し
め
て
良
か
っ
た

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
大
阪
府
）

給
食
で
慣
れ
親
し
ん
だ
白
バ
ラ
牛
乳
を

飲
む
と
、気
持
ち
が
ほ
っ
こ
り
す
る
の
で
、

大
好
き
で
す
。大
山
乳
業
が
大
好
き
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
美
味
し
い
製
品
を
作
っ
て
く

だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　  （
鳥
取
県
）

令和２年６月２０日理事会にて次の議案が決議されました
理事会だより

ふるさと産品巣ごもり応援事業
宅配便送料定額サービスの実施について

異動辞令（令和２年７月２１日付）

礒田　雅充

（ 所 属 及 び 役 職 ）（ 氏 名 ）（旧所属及び役職）
販　売　部

広 島 営 業 所 　 職員 営 業 課 職員

山﨑　瑞季総合企画室 職 員 製造管理課 職員

下記の通り異動辞令が発令されました

異動辞令等

異動辞令（令和２年７月１日付）

霜村　織衣

（ 所 属 及 び 役 職 ）（ 氏 名 ）（旧所属及び役職）
販　売　部

物 流 課 　 職員 営 業 課 職員

６月２０日提出議案 　新型コロナウイルス感染症の影響により外出自粛
が求められるなか、買い物回数を減らし、自宅で過ご
す方も多くなっています。
　大山乳業では「ふるさと産品巣ごもり応援事業」と
して、直売所で宅配便をご利用のお客様へ送料を一
律５００円（税別）とするサービスを開始しました。
　県内外の親戚・友人・知人へ白バラ製品をお送りい
ただく際は、全国どこでも一律５００円（税別）で発
送いたします！
　この機会に、組合直売所をぜひご利用ください！

第１号議案

第２号議案

第３号議案
第４号議案
第５号議案

四半期監事監査指摘に対する回答
について
常例検査指摘事項の改善状況報告
について
５月末経営検討について
各種規程の一部変更について
夏季一時金について

※直売所から発送する宅配便１個口あたり一律税別
５００円で発送いたします。詳しくは店舗スタッフまで。

対象期間
２０２０年６月１５日（月）～２０２０年１２月９（水）

対象店舗
カウィーのみるく館・大山まきばみるくの里

クレイングラス

ストロー類

→

→

→

→

輸入粗飼料の情勢

産地では２番刈の収穫が後半戦を迎え、１番刈と異なり雑草の混入は少
なく、輸出に適した品質が生産されています。相場については他の草種
が上昇している中、比較的落ち着いている。他方で産地では生産者に
とって魅力的な価格でなくなっているため３番刈を最後に他の作物へ転
作する動きも出ている。 

オーツヘイ → →

土壌水分は良好で温暖な気候も手伝い生育は順調である。豪州統計局
発表の輸出統計によると今年１月から５月までに各国に輸出された豪
州産オーツヘイ及びウィートヘイは前年比１２１％と大幅に増加してい
る。特に中国向けは前年対比で倍近い数量が輸出されている。引き続き
強い需要があり各輸出業者の製造スケジュールは逼迫している。こう
いった各国からの強い引き合いを背景に産地相場は堅調である。

産地では種子の収穫が例年よりも１週間ほど遅れて開始している。こ
のまま好天が続けば７月中旬頃からフェスキュー 、アニュアル種ライ
グラスストロー、ペレニアル種ライグラスストローの順にストローの
ベーリングが開始される。

USチモシー ↑ →

コロンビアベースンでは、南部を中心に収穫期に断続的な降雨があったた
め、多くが中級品から低級品となっている。品質については上級品であって
も１９年産に比べると、２０年産は茎質や茶葉の混入割合などやや劣る傾
向にある。エレンズバーグでは６月中旬から収穫作業が開始しており、現在
収穫は終盤を迎えている。６月下旬から天候が落ち着いたことで、上級品が
いくつか発生しているが、２０年産として上級品の発生量が限られている
ことから、上級品の価格は１９年産に比べ大幅に上昇している。

フレート →

徐々に再開する世界的な経済活動を背景にコンテナ貨物の流通は回復
傾向にある。しかし全世界の貨物流通量は、ＣＯＶＩＤ－１９発生前と比較
し２割ほど低い水準で、いまだに航路によっては減便が行われている。米
国西海岸ＰＮＷのシアトル・タコマ港や内陸の保税貯蔵置き場である
ソルトレイクシティでは空コンテナの不足は続いている、ロサンゼルス・
ロングビーチ港では比較的、空コンテナを確保できるようになっている。

ビートパルプ → →
作付面積は昨年比でわずかに増加しており、生産量は例年並みもしく
は若干の増加が予想されている。一部の地域で降雨があったが、多く
の地域で好天に恵まれており順調に生育している。

カナダチモシー → →

２０年産の作付面積については、１９年産とほぼ同水準になる。産地では
生育期において冷涼な気候が続いたため、アルバータ州南部レスブリッ
ジでは例年より１週間遅い７月上旬から１番刈の収穫が開始している。
同州中部のクレモナもやや冷涼な天候によりスローな生育が続いている。

→

→

→

→

→

→

→

→

アルファルファヘイ ↑ →

コロンビアベースンでは南部を中心に１番刈は、多くの雨当たり品が発
生した。雨当たりを避けられたものは、日中にベーリングされたものが多
く、例年以上にドライ気味の品質が多く、葉付きの良い上級品の発生は限
定的である。また例年に比べ茎がやや細い傾向にある。現在２番刈の収穫
が始まっており、好天が続いているため、２番刈は良品の発生が見込まれ
ている。上級品は昨年の同期に比べ若干強含みで取引されている。

スーダングラス ↑ →

２０年産は収穫開始が２－３週間遅れたことで、茎のサイズが安定した上級品
の発生は例年よりも少なく、また茶葉の混入したスーダンの発生が例年よりも
多くみられている。価格については直近のチモシー高騰を受け、スーダンへの
引き合いが増加しており産地では上級品を中心に価格がやや上昇している。

品　目
今後の改定要因

特　記　事　項
品代 為替 フレート



遠
く
離
れ
て
い
て
も
、い
つ
も
白
バ
ラ
牛

乳
が
大
好
き
で
す
。こ
れ
か
ら
も
毎
日
美

味
し
く
い
た
だ
き
ま
す
！
変
わ
ら
な
い
美

味
し
さ
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
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（
愛
知
県
）

鳥
取
市
出
身
な
の
で
、給
食
で
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。首
都
圏
に
出
て
き
て
、周

囲
に
な
か
っ
た
の
で
す
が
、成
城
石
井
に

置
い
て
あ
る
の
で
、見
か
け
る
と
買
っ
て

し
ま
い
ま
す
。　
　
　
　
　    

（
千
葉
県
）

「
白
バ
ラ
ヨ
ー
グ
ル
ト
生
乳
１
０
０
」を
食

べ
て
、
こ
ん
な
に
お
い
し
い
ヨ
ー
グ
ル
ト

が
あ
っ
た
の
か
！
と
感
激
し
ま
し
た
。今

ま
で
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ

り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　 （
広
島
県
））

い
つ
も
大
変
お
い
し
く
食
べ
て
い
ま
す
！

家
族
み
ん
な
白
バ
ラ
フ
ァ
ン
で
す
。今
は

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
工
場
見
学
も
い
け
ま
せ

ん
が
、ま
た
行
け
る
日
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。                                    （
鳥
取
県
）

今
は
コ
ロ
ナ
で
い
ろ
い
ろ
大
変
か
と
は
思

い
ま
す
が
、お
体
に
気
を
付
け
て
頑
張
っ

て
下
さ
い
。こ
れ
か
ら
も
美
味
し
い
乳
製

品
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！     （
岐
阜
県
）

白
バ
ラ
牛
乳
月
間
特
設
ペ
ー
ジ
で
、工
場

見
学
体
験
動
画
を
見
ま
し
た
！
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
実
際
に
は
見
学
に
行
け
な
い
け

れ
ど
も
、雰
囲
気
を
楽
し
め
て
良
か
っ
た

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
大
阪
府
）

給
食
で
慣
れ
親
し
ん
だ
白
バ
ラ
牛
乳
を

飲
む
と
、気
持
ち
が
ほ
っ
こ
り
す
る
の
で
、

大
好
き
で
す
。大
山
乳
業
が
大
好
き
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
美
味
し
い
製
品
を
作
っ
て
く

だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　  （
鳥
取
県
）

令和２年６月２０日理事会にて次の議案が決議されました
理事会だより

ふるさと産品巣ごもり応援事業
宅配便送料定額サービスの実施について

異動辞令（令和２年７月２１日付）

礒田　雅充

（ 所 属 及 び 役 職 ）（ 氏 名 ）（旧所属及び役職）
販　売　部

広 島 営 業 所 　 職員 営 業 課 職員

山﨑　瑞季総合企画室 職 員 製造管理課 職員

下記の通り異動辞令が発令されました

異動辞令等

異動辞令（令和２年７月１日付）

霜村　織衣

（ 所 属 及 び 役 職 ）（ 氏 名 ）（旧所属及び役職）
販　売　部

物 流 課 　 職員 営 業 課 職員

６月２０日提出議案 　新型コロナウイルス感染症の影響により外出自粛
が求められるなか、買い物回数を減らし、自宅で過ご
す方も多くなっています。
　大山乳業では「ふるさと産品巣ごもり応援事業」と
して、直売所で宅配便をご利用のお客様へ送料を一
律５００円（税別）とするサービスを開始しました。
　県内外の親戚・友人・知人へ白バラ製品をお送りい
ただく際は、全国どこでも一律５００円（税別）で発
送いたします！
　この機会に、組合直売所をぜひご利用ください！

第１号議案

第２号議案

第３号議案
第４号議案
第５号議案

四半期監事監査指摘に対する回答
について
常例検査指摘事項の改善状況報告
について
５月末経営検討について
各種規程の一部変更について
夏季一時金について

※直売所から発送する宅配便１個口あたり一律税別
５００円で発送いたします。詳しくは店舗スタッフまで。

対象期間
２０２０年６月１５日（月）～２０２０年１２月９（水）

対象店舗
カウィーのみるく館・大山まきばみるくの里



　何十年に一度の豪雨災害が各地で発生し、大きな被
害となっています。
　毎年、何かが起こりうるこの状況に１人ひとりの防災
意識を高め行動をしていくことが大事になります。

投入堂は標高900ｍにある三徳山三佛寺の奥院。垂
直に切り立った絶壁の窪みにあり、国宝に指定されて
いるんだよ！修験道の開祖、役小角が法力で建物ごと
平地から投げ入れたという伝承もあるんだって！

今回紹介するのは、昭和５０年７月１７日発行の「酪農
だより第１６２号」です。東京を会場に、鳥取県から代表
３名が参加した飲用乳価値上要請活動のようすです。
乳価は 当時大きな政治的社会問題となりました。

令和２年7月20日

７０2

https://dainyu.or.jp

野球部活動報告
第５３回中国五県軟式野球大会  中部地区予選会出場

　６月７日、２８日に倉吉市営球場で第５３回中国五県
軟式野球大会（二部）中部地区予選会が行われました。
　今年は、新型コロナウイルスの影響で例年より
シーズン開始が遅く、今回がシーズン初試合でした。
　リーグ戦総当たりで１位のみが県大会出場となる
中、初戦は善戦空しく５対２で敗戦。県大会へ望みを
託した次の試合は、初回に先制点を挙げるも逆転さ
れ、迎えた６回に同点へ持ち込みましたが、続く得点
を奪えずシーズン初勝利とはなりませんでした。
　次の試合では、シーズン初勝利を目指します。

Dainyu-PICKUP！
白バラ牛乳月間
フォトコンテストの受賞作品が決まりました！

Dainyu-PICKUP！

今月は三徳山
三佛寺投入堂
にお出かけとっとリップとっとリップ

酪農だよりに関するご意見ご感想はメールアドレス
【email@dainyu.or.jp】まで
QRコードからもメールアドレスを取得できます▶

　６月の牛乳月間に合わせ大山乳業農協ではインス
タグラムを使ったフォトコンテストを開催しました。
　当初の予想を上回る３５３点の応募の中からグラ
ンプリ１点と、準グランプリ３点が選ばれました。
　工夫を凝らしたユニークな作品や皆さんの個性が
表現された作品が多く見受けられました。
　大山乳業農協では、今後もお客様参加型の企画でよ
り白バラ製品に親しんで頂く取り組みを行います。

試合のようす（写真左が大山乳業野球部）試合のようす（写真左が大山乳業野球部）


